
 

 

 

 

施 設 名 伊保庄園 

施 設 種 別 特別養護老人ホーム 

所 在 地 山口県柳井市伊保庄１－２ 

施 設 の 概 要 定員１００名，ショート１４床 

建 物 の 概 要 鉄筋コンクリート造平屋建 

立 地 の 状 況 瀬戸内海沿岸，一部土砂災害警戒区域（急傾斜地崩壊） 

 

 

 

 

 

 

 

［ 取組の経緯 ］ 

 特別養護老人ホーム伊保庄園では、平成１６年の台風１８号で、付近の護岸箇所が 

破堤し、床上浸水の被害を受けたことから、高潮対策について検討した。 

 

［ 取組の状況 ］ 

 台風１８号の被災では、シャッターは、風が中に吹き込むことで、破損してしまっ 

た。 

 このことから、普段の出入りには支障がなく、また、台風時の吹き込みの影響も受 

けることがないよう、一部を羽目板式にした、ブロック積みの防波壁を設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 取組の概要 ］ 
 
 特別養護老人ホーム伊保庄園では、施設が海に隣接して立地していることから、 

ブロックと羽目板式の防波壁を設置するとともに、土嚢を常時準備し、災害に備え 

ている。 

 

［ハード対策］ 

  海 岸 沿 い に 立 地 し た 施 設 の 高潮対策  

【事例⑨】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１６年台風１８号高潮被害 

付近の護岸箇所が破堤して浸水 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防波壁の設置 

土嚢の常備 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板を差し込む 

羽目板の設置 

羽目板保管場所に設置箇所等を表示 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 対策が後手とならないよう、台風の接近に伴い、インターネット等で気象情報や 

潮位等のデータを収集している。 
気象情報等 

そ の 他 の 取 組 


